
政
策
実
現
は
与
党
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
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見
合
わ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が

自
立
し
て
収
益
を
上
げ
、
そ
の
収
益
を

次
の
ク
ス
リ
の
創
製
に
つ
な
げ
る
、
成

功
の
循
環
を
生
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
本
は
、
世
界
有
数
の
創
薬

国
で
す
。
企
業
の
海
外
進
出
を
応
援
し
、

日
本
の
企
業
の
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
な
ぜ
今
、「
創
薬
力
」の
強
化
が
必
要
か

　

二
〇
一
九
年
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
国
産
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
が
出
遅
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
新
し
い
バ
イ
オ
技
術
導
入
へ

の
挑
戦
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

　

創
薬
の
本
質
は
、
科
学
技
術
の
英
知

の
結
集
で
す
。
大
学
や
研
究
機
関
、
製

薬
企
業
、
投
資
家
、
規
制
が
連
動
し
て

機
能
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
垣
根
を
越
え
て
、
日
本
全
体
で
人

財
や
技
術
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
大
き
く
一

体
化
さ
せ
る
、
こ
れ
が
政
治
家
と
し
て

の
私
の
仕
事
で
す
。

み
ま
せ
ん
で
し
た
。
行
政
の
肥
大
化
と

無
駄
の
削
減
を
掲
げ
る
小
泉
内
閣
は
、

政
府
に
有
識
者
会
議
、
自
民
党
内
に
行

革
推
進
本
部
を
設
置
し
、
独
立
行
政
法

人
の
見
直
し
に
拍
車
を
か
け
、
そ
の
手

は
消
防
庁
直
属
の
研
究
開
発
法
人
「
消

防
研
究
所
」へ
と
及
ん
で
き
ま
し
た
。

　

消
防
研
究
所
と
は
、
災
害
時
、
現
地

に
入
り
、
火
災
や
災
害
の
教
訓
か
ら
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
た
知
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
生
か
す
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
の
調
査
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研
究
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

機
関
。
豊
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
蓄
積
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
情
報
を
駆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
す
る
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調
査
の
プ
ロ

　
20
年
前
の
二
〇
〇
四
年
、
小
泉
純
一

郎
政
権
は
「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
を

打
ち
出
し
、「
改
革
」
と
い
う
言
葉
は
国

民
的
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
松
本
純
は
、
麻
生
太
郎
総
務
大

臣
の
下
で
総
務
政
務
官
（
消
防
担
当
）

を
務
め
て
い
ま
し
た
。そ
の
年
は
、集
中

豪
雨
な
ど
大
規
模
災
害
が
相
次
ぎ
、
10

月
に
は
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。「
被
災
地
に
行
っ
た
際
に
は
不
眠

不
休
で
救
命
・
救
助
に
取
り
組
む
消
防

隊
員
や
消
防
団
員
の
姿
に
頭
が
下
が
る

思
い
で
し
た
」（
松
本
）。

　

全
国
の
消
防
本
部
や
消
防
団
を
統
括

す
る
消
防
庁
で
は
、
救
護
体
制
強
化
の

取
り
組
み
が
急
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

 

　
し
か
し
、
事
態
は
思
う
よ
う
に
は
進

　

 

集
団
と
も
い
え
、
ま
さ
に
消
防
行
政
の

頭
脳
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
林
省
吾
消
防
庁
長
官
は
こ
う

振
り
返
り
ま
す
。

　

 「
国
民
の
命
を
守
る
こ
と
は
国
の
責

務
で
す
。
民
間
に
任
せ
て
は
そ
の
役
割

は
果
た
せ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
そ
れ
を

必
死
に
訴
え
ま
し
た
が
、
有
識
者
会
議

と
自
民
党
の
行
革
本
部
は
聞
く
耳
を
持

ち
ま
せ
ん
で
し
た
。『
他
の
研
究
機
関
と

の
統
合
』と『
非
公
務
員
化（
民
営
化
）』

を
決
定
し
た
の
で
す
」。

　

決
着
ま
で
時
間
の
な
い
中
、
途
方
に

く
れ
た
林
長
官
の
と
っ
た
最
後
の
手
段

が
松
本
純
政
務
官
で
し
た
。

　

松
本
に
窮
状
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、
即

決
断
し
、
麻
生
大
臣
が
出
張
か
ら
戻
っ

て
く
る
隙
間
を
捉
え
羽
田
空
港
控
室
で

消
防
研
究
所
の
民
営
化
「
断
固
阻
止
」

を
二
人
で
熱
心
に
訴
え
ま
し
た
。

　

数
日
後
、
林
長
官
の
元
へ
麻
生
大
臣

か
ら
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。「『
消
防
研

究
所
は
消
防
庁
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

定
数
を
半
分
に
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、

い
い
な
』
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
『
や
む

を
え
ま
せ
ん
』
と
返
答
し
ま
し
た
」。

 　
「
松
本
政
務
官
が
熱
意
を
持
っ
て
説

得
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
麻
生
総
務

大
臣
が
政
府
や
自
民
党
の
中
枢
に
働
き

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
よ
り
大
規

模
災
害
が
多
発
し
、
人
的
被
害
が
拡
大

す
る
昨
今
消
防
研
究
所
が
民
営
化
さ
れ

て
い
た
ら
、
今
ご
ろ
ど
う
な
っ
て
い
た

こ
と
か…

」（
林
）。

　
薬
剤
師
・
松
本
純
は
、
安
全
で
有
効
な
ク

ス
リ
を
創
る
、
そ
の
ク
ス
リ
を
皆
様
に
お
届

け
し
、
安
心
し
て
服 

薬
し
て
い
た
だ
く
ま

で
の
「
薬
業
」を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
と

し
、
皆
様
に
健
康
・
安
心
を
お
届
け
し
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、い
ま
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

●
ク
ス
リ
の
供
給
不
安
が
解
消
し
て
い

　
ま
せ
ん

　

特
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
供
給

が
滞
っ
て
い
ま
す
。
根
本
的
な
解
決
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
新
し
い
技
術

を
使
っ
た
製
法
を
速
や
か
に
可
能
と
す

る
規
制
が
追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と
、

ま
た
中
国
の
創
薬
が
台
頭
し
て
き
て
い

る
こ
と
も
検
討
課
題
で
す
。

●
ク
ス
リ
の
低
価
格
化
も
問
題
で
す

　

                                

古
く
か
ら
親

　

                              

し
ま
れ
た
ク
ス

　

                              

リ
の
価
格
が
下

　

                              

が
り
す
ぎ
て
供

　

                              

給
の
コ
ス
ト
が

命を守る！

　 　

松
本
純
も
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「『
改
革
』
が
必
要
な
時
代
だ
と
し
て

も
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
、
国
民
の
命

に
直
結
す
る
事
案
は
国
が
責
任
を
持
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
地
方
自
治
体

や
民
間
任
せ
に
す
る
の
は
国
の
責
任
放

棄
だ
と
、『
あ
の
時
』
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
」（
松
本
）。

小
泉
「
構
造
改
革
」、

危
機
に
揺
ら
い
だ
消
防
行
政
の
中
で

林
省
吾 

元
消
防
庁
長
官
と
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ク
ス
リ
の
供
給
不
足
で

        

医
療
提
供
者
も
混
乱

命を守るII

「松本純さんとは長いお付き
合い」「地域を守り、国民の
命を守る消防団・消防隊員
の『奉公』(伊藤博文・言 )
精神に深い敬意を表します」

消
防
団
等
に
エ
ー
ル
！

日
本
消
防
協
会   

秋
本
敏
文 

会
長



今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も 

地
元
に
寄
り
添
う
代
弁
者
で
あ
り
た
い

こ
れ
か
ら

取
り
組
む
課
題

命
を
守
る

・
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
拡
充

・
医
薬
品
不
足
の
解
消

・
コ
ロ
ナ
の
反
省
を
忘
れ
な
い
感
染
症
対
策

・
日
本
創
薬
力
再
生
プ
ラ
ン
の
実
現

暮
ら
し
を
守
る

・
物
価
高
対
策

・
世
帯
所
得
を
増
や
す
た
め
１
０
６
万
円
の

　

壁
対
策
の
改
善

・
医
療
・
年
金
・
介
護
・
子
育
て
な
ど

　

社
会
保
障
制
度
を
堅
持

生
業
を
守
る

・
働
き
方
改
革
の
改
善

・
事
業
承
継
制
度
の
恒
久
化

◀
コ
ロ
ナ
の
反
省
を

忘
れ
な
い（
２
０
２
０
年
）

◀
党
障
害
者
特
別
委
員
会

事
務
局
長
と
し
て 「
障
害

者
差
別
解
消
法
案
」
成
立

に
尽
力 （
２
０
１
３
年
）

中
区
・
磯
子
区
・
金
沢
区

共
通
の
課
題
解
決
に

取
り
組
み
ま
す

子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
を
充
実
さ
せ
、

誰
も
が

住
み
や
す
い
ま
ち
へ

地
域
に
合
っ
た

防
災
・
減
災
、

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
で

安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ

▲本牧ジ
ャンクシ

ョン改良
工事完成

で

               
移動時間

が大幅短
縮 （2004

年）

▲
旧
長
濱
検
疫
所
１
号
停
留
所

を
移
設
保
存
、
海
の
公
園
南
口

側
に
再
構
築
工
事
中

（
２
０
２
４
年
）

◀「
平
和
安
全
法
制
関
連 

法
案
」
に

 

賛
成
討
論  （
２
０
１
５
年
）

◀
オ
バ
マ
大
統
領
と
。
官
房

副
長
官
と
し
て
日
米
首
脳
会

談
に
随
行
（
２
０
０
９
年
）

▲本牧地区国道 357 号東京湾岸道路開通

　八幡橋・根岸周辺の交通渋滞、 

　健康被害が解消 (2016年 )

▲金沢区三師会館（休日診療所）
建替え決定、現在は工事中につき
仮診療所で運営 (2024年)

▲新潟県中越地震、皆川優太君救助で笑顔がもれる(2004年)

◀「
議
員
年
金
廃
止
法

 　

案
」
に
賛
成
討
論

 　
（
２
０
０
６
年
）

政策実現へ一つひとつ願いが叶う

▲事業承
継税制整

備に尽力
、経済界

からも感
謝の声が

 (2018年
)
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▲『日本社会の処方箋』   上梓 (2020年)

松本 純 まつもと じゅん
プロフィール
1950（昭和25）年 4月11日
横浜市中区生れ

野毛山幼稚園、横浜市立本町小、
聖光学院中・高、東京薬科大卒

薬剤師

横浜市会議員 (3 期 )
衆議院議員 (7 期 )
　総務大臣政務官
　内閣官房副長官
　衆議院厚生労働委員長
　国家公安委員会委員長
　領土問題担当大臣
　国土強靭化担当大臣
　防災担当大臣
　消費者及び食品安全担当大臣
　海洋政策担当大臣
　などを歴任

【現在】
自民党神奈川 1区支部長
 ( 横浜市中区・磯子区・金沢区 )
東京薬科大学薬学部客員教授
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